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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公開番号】特開2006-158632(P2006-158632A)
【公開日】平成18年6月22日(2006.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2006-024
【出願番号】特願2004-354080(P2004-354080)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/56     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｈ
   Ａ４１Ｂ  13/02    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月7日(2007.12.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の端部と第２の端部とを有し、使い捨ておむつに恒久的に貼り付けられる基材と、
前記基材の第１の端部近傍に配設される係止手段とを備える使い捨ておむつ用ファスニン
グタブであって、
　前記基材に、第１の端部と第２の端部との間に位置する開口部又は第２の端部に位置す
る少なくとも一の切れ込みが形成され、前記開口部又は前記切れ込みが前記基材全体に亘
る使い捨ておむつ用ファスニングタブ。
【請求項２】
　前記基材の少なくとも一部が伸縮性素材で形成されている請求項１に記載の使い捨てお
むつ用ファスニングタブ。
【請求項３】
　第１の端部と第２の端部とを有し、使い捨ておむつに恒久的に貼り付けられるパネル基
材と、前記パネル基材の第１の端部近傍に配設される係止手段とを備える使い捨ておむつ
用サイドパネルであって、
　前記パネル基材に、第１の端部と第２の端部との間に位置する少なくとも一の開口部又
は第２の端部に位置する少なくとも一の切れ込みが形成され、前記開口部又は前記切れ込
みが前記パネル基材全体に亘る使い捨ておむつ用サイドパネル。
【請求項４】
　前記パネル基材の少なくとも一部が伸縮性素材で形成されている請求項３に記載の使い
捨ておむつ用サイドパネル。
【請求項５】
　使い捨ておむつ本体と、前記使い捨ておむつ本体に配設される使い捨ておむつ用サイド
パネルとを備える使い捨ておむつであって、
　前記使い捨ておむつ用サイドパネルに配設される、請求項１又は２に記載の使い捨てお
むつ用ファスニングタブを更に備える使い捨ておむつ。
【請求項６】
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　使い捨ておむつ本体と、前記使い捨ておむつ本体に配設される使い捨ておむつ用サイド
パネルとを備える使い捨ておむつであって、
　前記使い捨ておむつ用サイドパネルが、請求項３又は４に記載の使い捨ておむつ用サイ
ドパネルである使い捨ておむつ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
［１］　第１の端部と第２の端部とを有し、使い捨ておむつに恒久的に貼り付けられる基
材と、前記基材の第１の端部近傍に配設される係止手段とを備える使い捨ておむつ用ファ
スニングタブであって、前記基材に、第１の端部と第２の端部との間に位置する開口部又
は第２の端部に位置する少なくとも一の切れ込みが形成され、前記開口部又は前記切れ込
みが前記基材全体に亘る使い捨ておむつ用ファスニングタブ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
［３］　第１の端部と第２の端部とを有し、使い捨ておむつに恒久的に貼り付けられるパ
ネル基材と、前記パネル基材の第１の端部近傍に配設される係止手段とを備える使い捨て
おむつ用サイドパネルであって、前記パネル基材に、第１の端部と第２の端部との間に位
置する少なくとも一の開口部又は第２の端部に位置する少なくとも一の切れ込みが形成さ
れ、前記開口部又は前記切れ込みが前記パネル基材全体に亘る使い捨ておむつ用サイドパ
ネル。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
［４］　前記パネル基材の少なくとも一部が伸縮性素材で形成されている［３］に記載の
使い捨ておむつ用サイドパネル。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
［５］　使い捨ておむつ本体と、前記使い捨ておむつ本体に配設される使い捨ておむつ用
サイドパネルとを備える使い捨ておむつであって、前記使い捨ておむつ用サイドパネルに
配設される、［１］又は［２］に記載の使い捨ておむつ用ファスニングタブを更に備える
使い捨ておむつ。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１４】
［６］　使い捨ておむつ本体と、前記使い捨ておむつ本体に配設される使い捨ておむつ用
サイドパネルとを備える使い捨ておむつであって、前記使い捨ておむつ用サイドパネルが
、［３］又は［４］に記載の使い捨ておむつ用サイドパネルである使い捨ておむつ。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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